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農 業 経 営 改 善 計 画 認 定 申 請 書  

 
  平成 ２８年 ○ ○ 月 ○ ○ 日  

 

筑 後 市 長  殿  
 

申 請 者 住 所  筑後市大字山ノ井△△△番地2 

 

氏 名   楠木 太郎 
 

昭和 ○○年 ○月 ○○日 生 （ ○○歳 ） 

電話番号  090 － ○○○○ － △△△△ 

 

農業経営基盤強化促進法（昭和55年法律第65号）第12条第１項の規定に基づき、次の農業経営改

善計画の認定を申請します 

農業経営改善計画 

① 目標とする営農類型 水稲 ＋ 施設野菜 

② 経営改善の方向の概要 

 

●農業経営の現状 

（例）これまで妻と２人で水稲や施設野菜経営を行っていた。 

 

●目標とする農業類型へ向けた具体的な方策 

（例）来年長男が農業研修を終え経営に参画する予定なので、ハ

ウスを増設し、栽培園地を拡大する。 

 

●労働時間等作業従事に関する事項 

（例）長男が経営に参画したら、妻は主な農作業から補助的な作

業を担当し、ゆとりある生活と所得の安定を実現する。 

年間農業所得及び年間労働時間の現状及び目標 

 現状 目標（３３年） 

年間農業所得 
５，７８０  千円 ６，１５０  千円 

年間労働時間 
２，４００  時間 ２，０００  時間 

③ 

農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
目
標 

作目・部門名 

現状 目標（３３年） 

作付面積 

飼育頭数 
生産量 

作付面積 

飼育頭数 
生産量 

 

 

水稲 

 

麦 

 

 

施設トマト 

 

 

９０ａ 

 

２００ａ 

 

 

２０ａ 

 

 

４１００kｇ 

 

７２００kｇ 

 

 

３３，０００ｋｇ 

 

 

９０ａ 

 

２００ａ 

 

 

３５ａ 

 

 

４１００ｋｇ 

 

７２００kｇ 

 

 

５７，７５０ｋｇ 

経営面積合計 ２２０ａ  ２３５ａ  

５年後の目標を記入 

・農業所得５２０万円以上 

・労働時間２０００時間程度 

記 入 例 

 



pg. 2 

 

 

③ 
 
 

農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
目
標 

区分 地目 
所在地 

（市町村名） 
現状 目標（３３年） 

所 有 地 
田 

畑 

筑後市 

筑後市 

２００ａ 

  ５ａ 

２３０ａ 

  ５ａ 

借 入 地 田 筑後市  ５０ａ  ２０ａ 

特定作業受託 

作目 作業 

現状 目標（   年） 

作業受託面積 生産量 作業受託面積 生産量 

      

作
業
受
託 

作目 作業 現状 目標（３３年） 

水稲 
田植 

収穫 

１００ａ 

１００ａ 

１００ａ 

１００ａ 

単純計 ２００ａ ２００ａ 

換算後 １００ａ １００ａ 

農畜産物の

加工・販売

その他の関

連・付帯事

業 

事業名 内容 現状 目標（   年） 

  
 

 

④ 

生
産
方
式
の
合
理
化
に
関
す
る
目
標 

機
械
・
施
設 

機械・施設名 
型式、性能、規模等及びその台数 

現状 目標（３３年） 

 

トラクター 

トラクター 

 

田植機（共同） 

 

コンバイン 

 

パイプハウス 

 

トラック 

 

暖房機 

 

 

４５ｐｓ １台 

 

５条植  １台 

 

６条刈  １台 

 

2,000㎡ 

 

１ｔ   １台 

 

５００型 １台 

 

２５ｐｓ １台 

４５ｐｓ １台 

 

５条植  １台 

 

６条刈  １台（更新） 

 

3,000㎡ 

 

２ｔ   １台（更新） 

 

５００型 １台 

３００型 １台（新規） 

特定作業受託とは、基幹作業を全て受託し、生産物

の出荷名義が申請者である作業受託です。 

③の経営面積合計に含めます。 

・目標年度までに機械・施設の購入及び買換え等を検討されている方は 

必ず記入して下さい。 

・各機械の規格（○ｐｓ・○条・○ｔ・○型・○棟）も必ず記載してくだ

さい。 

「換算後」は、作業受託面積の

単純計÷作業数）により算出。 



pg. 3 

 

 

④ 

生
産
方
式
の
合
理
化
に
関
す
る
目
標 

農
用
地
の

利
用
条
件 

現状 目標（３３年） 

３０ａ区画中心 
隣地を借入れ農地の集約化を図り、作業効率

の向上を図る。 

作目・部門名 現状 目標（３３年） 

施設野菜 2,000㎡のハウスでトマトを栽培 ハウスを拡大し、所得の向上を図る 

水稲 基肥＋追肥の２回散布 施肥方法の省力化 

   

   

 現状 目標（３３年） 

⑤ 経営管理の合理化に

関する目標 

青色申告しているが、税理士任せ

で経営状況を把握していない。 

複式簿記記帳を行い、経営と家計の

分離をする。 

⑥ 農業従事の態様など

の改善に関する目標 
特に休日を決めていない 

休日制の導入 

雇用の活用 

後継者の育成 

⑦ 
目 

標 

を 

達 

成 

す 

る 

た 

め 

に 

取 

る 

べ 

き 

措 

置 

経営改善の目標 措置 

 

生産方式の合理化 

 

 

 

 

 

 

経営管理の合理化 

 

 

 

農業従事態様の改

善 

 

・補助事業及び制度資金、農業経営基盤強化準備金を活用し、機械・施

設等の導入を行う。 

・側条施肥方式の導入により基肥散布と追肥作業の省力化を行う。 

・農地保有合理化事業により農地の集積を行う。 

・肥培管理を徹底し、品質の向上を図る。 

 

 

・農業簿記研修会に参加し、複式簿記を習得する。 

 

 

 

・家族経営協定を締結し、休日制を導入する。 

・雇用により、農作業の省力化を図る。 

・後継者の育成 

⑦目標を達成するために取るべき措置とは、 

 ②から⑥までの目標を達成するための具体的な方策について 

 本認定制度の活用も踏まえて記入する。 
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（参考） 

 

他市町村の

認定状況 

認定市町村名 認定年月日 備考 

   

   

 

（
参
考
）
経
営
の
構
成 

 

氏名 

 
（法人経営にあっては役 

員の氏名） 

年齢 

 

代表者との続柄 

 

（法人経営にあ 

っては役職） 

現状 見通し 

担当業務 
年間従事

日数（日） 
担当業務 

年間従事

日数（日） 

楠木 太郎 ○○ 
(代表者) 

本 人 

 
３００ 

 
２５０ 

楠木 梅子 △△ 妻 
 

２５０ 
 

１５０ 

楠木 太陽 □□ 長 男 
 

０ 
 

２００ 

       

       

       

       

雇
用
者 

常時雇（年間） 実人数 現状 ０ 人 見通し 1 人 

臨時雇（年間） 

実人数 現状 3 人 見通し 3 人 

延べ人数 現状 25 人 見通し 45 人 

目安として１日を８時間とする。 

現在農業に従事しているが、５年後にはリタイヤする見込みの

者や、５年以内に就農予定の者も記入する。 

「実人数×日数」で計算した人数を記入する。 


